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はじめに

現代英語の場合、動詞や名詞と同様、形容詞もⅠ弧lざ〟作吐些．やHe’s即∂d

垂幽．のように補助部（complement）を伴うことがある（Declerck1991：

37・38）。この補助部は一般に前置詞句、‘山at’節、‘wh－’節、‘to’不定詞、‘－ing’

節であるが、1ike，near，OppOSite，WOrthなどは前置詞のように目的語を伴う。

しかし、いずれの場合においても補助部は後位用法（postpositive use）に限ら

れている。ところが、古英語の形容詞の場合、補助部は前置詞句、名詞句、（代）

名詞のいずれでもよく、後位用法のみならず、前位用法（preposidveuse）も許

されている。しかも、この前位用法は韻文のみならず散文でも少なからず生じ

ることから、何が前位用法を許容するのかが問題となる。本稿の主な目的はこ

の要因を探ることにある。

本論に入る前に、古英語の形容詞と補助部の関係、とりわけ補助部の格につ

いて明らかにしておきたい。補助部が前置詞句ではなく名詞（句）を伴う場合、

これらの名詞（句）の格は属格または与格に限られるが、この格の決定は一般

に形容詞の意味に依存している。たとえば、「幸福」や「感謝」、またはこれら

とは逆の概念である「絶望」や「忘恩」を表す形容詞b坤eloyous’，さadig

‘b止血ate，，gl記d‘cheerful，，ge－Su山‘prosperous’，un－Wさne‘hopeless’などの補助

部は属格形であるが、「適切」、「妥当」、「当然」およびこれらとは反対の概念

を表す形容詞云gen‘proper’，ge－m壷ne‘gener甜，SWice‘decei血1’，WeOrb‘wo畑Iy’

などの補助部は与格形である（Mitche】11985：§§192－219）。ちなみに、属格の

補助部を伴う形容詞は散文より詩の方が多いという研究も知られている

（Mitchell19貼：§199）。このようにく形容詞と補助部の格の関係についてはこ

れまで詳細な研究がなされてきているので、本稿では特に必要でない限り、詳

しく検討しないことにする。しかし、形容詞と補助部の統語関係については、

信頼に足る情報は先行研究からは得られない。たとえば、Carlton（1970）によ

る古英語のCh∬terSの統語研究の場合、文の主要構成素である主語、目的語、
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補語（およびこれらの統語単位の主要部となりうる名詞や形容詞）、動詞など

の統語関係はかなり詳細に分析・考察されているが、その他の周辺的な構成素

については、たとえば本稿で焦点を当てる形容詞とその補助部に関しては、「形

容詞は名詞の属格形を補助部として伴うことがある（p．91）」、「属格形の名詞

の補助部は形容詞に先行する（p．179）」という貧弱な情報しか得られない。本

研究の目的はこのような先行研究に欠けている部分を補完することにある。

本稿では、まず古英語の散文における形容詞とその補助部（以下、必要に応

じてそれぞれ九 Cと略記する）の関係を明らかにし、次に、古英詩における

両者の語順とこの語順を決定する要因を探ることにする。散文のデ「夕は

Sweet（1957）のAナ如β一5必β〃ルオ桝〝から抽出した。同書には16ページ分の散

文のテキストが収録されていて、テキストの量そのものは多くはないが、異な

る書き手による9種類の散文から成ることから、個人のスタイルではなく、普

遍性に富む言語特徴を捉えるにはふさわしいと言える。一方、韻文の分析対象

としてDoane（1978）編のCg〝β5よぎ Aを選んだが、この詩は全体で約2300行

から成り、古英詩ではβgβ紺〟打とαr如に次ぐ長編であることから、かなり多

くの例が採取でき、興味深い分析結果が得られそうである。なお、本稿では必

要に応じて形容詞は斜字体、補助部は下線を施してそれぞれ区別することにす

る。接頭辞付加語と複合語にはハイフンを付けて構成素の関係を示してある。

散文からの引用例の該当箇所には（W16）のように、テキストの章と行を明記

してある。

Ⅰ．古英語の散文における形容詞とその補助部の言語特徴

1．1．名詞（句）が補助部となり、形容詞の後位置を占める場合

最初に、後続の補助部と共に用いられている形容詞は（1）に記した20種

類（26例）である。このうち、berende，glad，ge－fさ■onde，ge－myndig，Welig，Wierbe

の補助部は属格、CyStig，ge－dwoIsum，geJic，ge－Wunelic，ierre，nytne，p】百01icの

補助部は与格、C言ne，ge－SCr百pe，ge－tr古owe，m壷re，mihtig，Or－SOrg，Sige一睡st，

welig，Wierpeの補助部は前置詞句を伴う。なお、berendeには名詞句、Wierbe

には前置詞句を伴う例もそれぞれ1つずつある。

（1）berende－producdve’（2例），C吉ne‘brave’，CyStig‘chadtable’，ge－dwoIsum

－e汀OneOuS，，ge－f古0爪de‘rejoiced’，ge－1ic‘similar’（4例），ge－myndig‘mindful’，

ge－SCrepe‘suitable′，ge－trさ■owe‘faithhl，，ge－Wunelic‘habitual’，gla∋d‘glad’，

ie汀e‘弧酢y，，m壷re‘血mous’，mihdg‘strong’，nytne‘usefu】’，Or－SOrg‘s止∴
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pl古oljc －hazardous，，Sige－f記St‘victodous’，Welig‘dch’（2例），Wierbe

‘deserving’（2例）

名詞（句）が先行する形容詞の補助部となっている14例を分析したところ、

（2a）のように名詞が単独で補助部を形成している1例を除くと、他はすべて

句または節である。すなわち、（2b，C）のように名詞句が補助部となる場合が8

例と最も多く、（2d，e）のように2つの名詞が並列して補助部を形成している場

合が2例、（2仁g）のように補助部が動詞または不定詞句によって形容詞と分断

されている場合が2例、（2h）のように2つの形容詞が補助部を共有している

場合が1例となっている。なお、（2f，g）の2例を除くと、補助部はすべて形容

詞の直後にくることから、両者の間には結束作用（cohesion）が強く働いてい

るものと思われる。これらの例から明らかなことは、補助部が形容詞の直後に

くる例が多いのは、その長さが原因となっている可能性があることである。ち

なみに、これらの形容詞句（すなわち、形容詞＋補助部＝A＋C）が含まれてい

る文の動詞は1例（do‘makeり（V侶）を除いてすべてb動詞であり、形容詞

句そのものは動詞の補語となっている。

（2）（a）抑fβゆβ由壁‘deservingtoslaughter’（W72）

（b）町如β如堅‘usefultoothermen’（W8）

（c）由〝℃垣些幽型旦‘弧g叩atmy即ides’（ⅤⅡⅠβ4）

（d）♪応βJic地‘hazardoustomeortoanyman’（Ⅴ〃1）

（e）り5Jなw孟dlum and山dewum‘charibble topoormenandwidows’（Ⅴγ20）

（f）hitgピー紺〝彬Jよcis由＿匝…‘itishabitualtothosewho‥．’（Ⅵノ123）

（g）酢一血′∂ね〟桝t古r壷denneb垂些L匝…‘e汀OneOuStOreadtotheonewho・・・’

（Ⅴ〝8）

（h）〆詔d弧dgg碑β〃滋垣⊆し吐担王旦j型垣坦旦＿些旦旦些虫‘dadandrejoicedat

myanswersandwords’（WO）
ちなみに、これらの形容詞句が用いられている節の種類を調べたところ、3

例（Ⅴ凡41，Ⅵ／123）は従属節であるが、他の11例は主節となっていて、若干

の分布上の違いが認められるが、該当例が少ないことから、この相違が有意義

かどうかは分からない。一方、いずれの例においても形容詞句は動詞の補語と

なっていて、動詞の後にきている。さらに、（2a，b）以外の例のすべてにおい

て、補助部は複数の語から成る句または節を形成していることから判断すると、

該当例が全体でわずか13であることから確定的なことは言えないものの、補

助部の長さが形容詞の後に置かれることの原因となっている可能性が強い。
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1．2．前置詞句が補助部となり、形容詞の後位置を占める場合

次に、前置詞句が補助部となり、形容詞の後にくる10例について考察して

みる。10例のうち6例（V96，Ⅲ／11，42，Ⅵγ7，19，68）は（3a）のように主語

一動詞の直後にくる。この特徴は、（3b）のように主語と動詞が倒置しても変
わらない。（3c）では形容詞句は主語と同格となっていて、主語の後に位置す

る。一方、（3d，e）では、形容詞と補助部は他の構成素によって分断されている

が、両者の位置関係に変わりがない。この分析結果から、前置詞句が補助部と

なっている場合、その長さゆえに、さらには、形容詞との結束作用ゆえに、補

助部は形容詞の後、とりわけ直後の位置にくるといえる。

（3）（a）swelcehitis言ac占g柁拙お理由‘ukewiseitisdsoproducdveof

oresofmet山s，（ⅥV19）

（b）Isba∋tiegland紺ピノな≦型＿型辿由匹‘meislandisdchinmilk

弧dinhoney，（ⅤⅠⅠ伯6）

（c）比n即訂正re cyning，Cゐg弧d5など：錘5f
on s云 a爪d onlande ‘Our king

Hiれguar，braveandvictohousintheseaandontheland’（VV41）

（d）耶gゆβiss古ost6w辿型‘TheplaceisdeseⅣing

forthehonourableholymen’（Ⅵβ08）

（e）Hitisれ′βJな，bisreg－1and，些」辿堅‘It，thisisland，isrichin fruits’

（W）

1．1．および1．2．の分析結果を総合すると、補助部は、名詞句であれ、前置詞

句であれ、その量的特性と結束作用によって形容詞の直後にくることが分かる。

1．3．名詞（句）の補助部が形容詞に先行する位置を占める場合

次に、名詞（句）の補助部が形容詞に先行する位置に生じる例を取り上げて

考察する。まず、このC＋A型の場合に用いられている形容詞は（4）にあげ

た16種類（19例）である。ge－1icとge－myndigはA＋C型の場合と同様、C＋A

型でも用いられているが、それ以外の形容詞はすべてA＋C型の場合とは種類

が異なる。ただし、現時点ではこの相違に言語的に有意義なものを見出すこと

はできない。geJicとge－myndigを除く14種類の形容詞と補助部の格の関係

を見ると、ge－鮎卯e，山erbe，un－glさawe，un－Wise，ge－SCrさpeは属格支配、他は

与格支配となっている。

（4）ge一転卯e‘glad’，ge－hendost‘mostindmate’，ge－hiersume‘obedient’，ge－1融

‘similar’（4例），ge－m岳ne‘commoれ’，ge－myndig‘mindful’，ge－SCr古pe
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‘suitab】e’，1古0血e‘dearer’，milde‘merciful’，S古1‘good’，un－C巾‘unknown’（2

例），un－ge－hiersum‘disobedient’，un－がawe‘i卯Orant，，un－Wise‘皿iれbmed，，

Wierbe‘deserving’，Wislic‘wise’

C＋A型の形容詞句の特徴は、まず第一に、（5）のように大半の補助部、す

なわち12例が単音節語の代名詞であることである。このうち半数の例では（5a）

のように補助部は形容詞の直前にきている9一方、補助部は（5b）のように

他の文構成素によって形容詞と分断されることがあるが、この場合においても

補助部は形容詞と遠く離れることはない。

（5）（a）生垣酢一椚壷彬‘commonto仇em，（Ⅲ仲），土壁旦那ノ吻彬‘gladofit，（IWlOl），

垣＿〟〃1野一ぁお乃〟桝‘disobedienttoyou’（W95），由辞一如‘similartothat，

（W196），垂〟〃－C盲砂‘unkれOWntOuS，（W9），垣堕打方βゆβ‘deservingto

that’（ⅤⅠγ110）

（b）担型by∂s∂naざ盲Jltwillsoonbegoodto仇em，（Ⅸ侶0），垣n古称

‘れOWdearertome’（Ⅵβ5），垣edlgビーカお門〟桝β‘d】obedientto仙em，

（Ⅳ畑5），垣＿由e桝肋‘bemercifultoyou’（Ⅴβ5），生垣b言辞－ゐβ拭わ5J

‘仇enmostintimatewithhim’（Ⅵ佃9），匹互byncb抄了5Jfc‘seemswiseto

me，（W3）

次に、補助部が代名詞以外の場合について検討してみる。（6a）のように名

詞が単独で補助部を形成する例が1つ、（6b）のような名詞句の場合が4例あ

るが、いずれも形容詞の直前に用いられている。2つの形容詞が1つの補助部

を共有している（6c）の例においても、補助部は形容詞の直前にきている。一

方、補助部が長く、しかも前置詞句によって形容詞と分断されている（6d）は

全く例外的な存在である。

（6）（a）堅堅亘由堅〟乃イ和一unknownto仇eRomans，（ⅥV70）

（b）睦旦」圭垂垣！坐旦酢－〝け血な一mim蜘10ftheSavior，（VV86），b垂旦」型辺旦

酢一統‘similartotheman’（Vll），塾些些＿＿些坦型旦酢－JFc‘similartoother

men’（Ⅰ町59），塾聖堂担＿＿遡竺！辿些酢一統‘similarto也esewords’（Ⅵγ111）
（c）垣旦辿壁〟〝甘言αルビ弧d柳一紺亨5g‘i卯Orantanduninfbmedoftheland，

（W）

（d）壷】creielduand h討e burh t6■－d壷1edast∂wa節－5C句β‘suitable
fbr each

manandbo仙sexesthroughoutdiverseplaces’（Ⅵγ19）

次に、形容詞句全体が文中で占める位置を調べたところ、従属節に生じるの

は5例（m仏，W95，VV49，V町99，Ⅵ：町9）であるのに対して、主節にはその約3
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倍、すなわち14例（Vll，Ⅱy59，Ⅳβ5，101，W95，W55，86，196，Ⅵγ19，70，93，

110，111，Ⅸβ0）が生じていて、A＋C型とほぼ同様の頻度であることが分かる。

形容詞句と直接統語関係にある動詞はpyncp‘seems，（Ⅵγ93）を除いてすべて

be動詞であり、この点に関してもA＋C型と同様の特徴が表れていることにな

る。一方、A＋C型と大きく異なる特徴としては、形容詞句全体が節内の動詞

に先行する例が、A＋C型では皆無であったのに比べて、8例（ⅠⅥ85，101，W49，

55，W9，110，111，ⅥⅡ／9）も生じていることがあげられる。すなわち、これ

らはSOV型の語順の特徴を示していることになるが、この8例のうち5例

（ⅠV85，101，W55，ⅥVllO，111）は主節、他の節は従属節であることから、主

節・従属節という違いがこれに関与しているのではなさそうである。

1．4．前置詞句の補助部が形容詞に先行する場合

最後に、前置詞句の補助部が形容詞に先行する場合について考察してみる。

これに該当するのは（7）の1例だけであり、やはり形容詞の直前に用いられ

ている。1．2．で見たように、A＋C型の場合、前置詞句が補助部となり、形容詞

の後にくる例が10であったことを考えると、形容詞に先行する前置詞句の補

助部の例がわずか1つ、しかも句全体で2音節しかないというのは単なる偶然

ではなく、長くなりがちな前置詞句の補助部を形容詞の前に置くことに対する

書き手のためらいが強いことの反映であると解釈できよう。

（7）is些止垂旦5紺ββわJbat．‥‘itisevident丘omthisthat…’（Ⅵγ28）

1．5．第1節のまとめ

古英語の散文の場合、形容詞の補助部は、名詞（句）であれ前置詞句であれ、

形容詞の直後が無標の位置と言える。したがって、形容詞の直前は有樺の位置

ということになるが、この位置を占める補助部は名詞（句）、前置詞句を問わ

ず、短いものが好まれる傾向にある。

ⅠⅠ．古英詩における形容詞とその補助部の言語特徴

2．1．名詞（句）が補助部となり、形容詞の後位置を占める場合

A＋C型の形容詞句の場合、用いられている形容詞は（8）にあげた13種類

（16例）である。このうち、壷rest，d古m一血st，ge－1了c，hnさawは属格、その他は

与格の補助部を伴っている。散文の場合と比べて大きく異なるのは、今回分析

対象とした詩の方がコーパスとしてはかなり規模が大きいにもかかわらず、形
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容詞の種類と例がいずれも少ないことである。

（8）壷rest‘丘rst’（2例），C正∂‘known’，d古m－f記St‘powe血1，，f云‾h‘hosdle，，血即

‘reJOyClng’，仕古d‘01d’，ge－1ic‘】ike’，由k占e‘肝弧ted’，hnさaw‘stln訂’，1さof‘dear’

（3例），un－bl泊e－unkind’，un－Spさdigran‘1essproductive’，yrre一皿許y’

次に、名詞（句）から成る補助部について分析したところ、単一の名詞が補

助部となっている12例の場合、（9a）のように、最低でも2音節、長いものは5

音節から成っている。一方、（9b）のような句は4例あるが、長行の境界で分

断されていたり、他の文構成素によって隔てられている。これらの補助部の最

も顕著な特徴は、大半の例において（すなわち、16例中12例で）、補助部は

形容詞の直後にきていて、韻律の必要性に加えて、結束作用が強く働いている

と思われる。しかし、他の4例は他の文構成素によって分断されている。この

うちの1例は（9c）のように同一行内にあるが、他の3例では形容詞と補助部

は（9biji）のように他の語句によって分断された上に、次行に回されている。

このように、詩においても、名詞（句）の補助部が形容詞の後にくることがあ

るが、この理由の1つは、散文の場合と同様、補助部の長さにあるものと思わ

れる。なお、以下の引用例において、／は第1半行と第2半行の境界、〟は長

行の境界を示すものとする。さらに、aは第1半行、bは第2半行をそれぞれ

表すこととする。

（9）（a）（i）ノ釦werum‘血osdletomeれ，（1291a）

（ii）♪有d幽些‘oldbyvirtueofmanydays’（1072a）

（iii）c訪わ〟burh－Sittendum‘known弧10ngmen’（2815b－6a）

（b）（i）〟〃一坤ゐ如〝〝軸典型－1essproduc加eofeveryadv弧tage’

（962b－3a）

（ii）酢一統g幽臣‘1ikeGod’sParadise’（1923b－4a）

（iii）〟〃一占J甜β／abr止ames
cwさn，〟地堕‘Abrah弧l’s山fe

（bec弧1e）unkindtohermdeserv弧t，（2261a－2a）

（c）プ〃℃／辿‘God（was）弧肝yatAbimelech’（2742）

2．2．前置詞句が補助部となり、形容詞の復位置を占める場合

Ceタ好5iざAでは、前置詞句の補助部が形容詞の後にくるのは（10）にあげた6

種類（6例）のみであることから、散文の場合と比べてかなり数が少ないこと

が分かる。また、散文で用いられている形容詞と同一のものは見あたらないが、

これは該当例が少ないことによるものと思われる。
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（10）応a－SCea氏‘helpless’，g血w‘山se’，lあトIic‘pleasant’，milde‘mercif山，，rice

‘mighty’，S云r‘p由nfu】’

次に、A＋C型を構成している形容詞七補助部の関係について検討してみた

ところ、後者はいずれも前者の直後にきていて、（11a）の場合のみ前置詞句は

次行に回されているが、（11b）にあげた他の5例ではすべて形容詞と前置詞句

は共に第1半行または第2半行という枠内に収まっていて、結束作用が強いこ

とが分かる。

（11）（a）achさbi∂言γおβ〟ofbr heof占n－St石1as‘but血e

abovethe仇ronesofheaven，（7b一弘）

（b）（i）ノゐ－5Cβq斤

（ii）g庇甜

mid血・emdum

Shallbe dways mighty

‘helpless肌10ngtheforei卯peOple’（2837a）

onm石de‘wiseinhe∬t，（2375a）

（iii）広¢Jfc堕虫垂‘pleasantinlife’（1713a）

（iv）桝fJ血0爪m∂de‘merc血Iinmind，（2758a）

（Ⅴ）5占r些＿旦亘垂‘p血fulathea比’（2216b）

2．3．名詞（句）が補助部となり、形容詞の前位置を占める場合

補助部の名詞（句）が形容詞に先行する C十A型の場合、A＋C型の場合と

は対照的に、用いられている形容詞は（12）に示したようにきわめて多く、娼

種類にのばり、該当例も飛躍的に増え、84に達する（なお、1770aと1247で

はそれぞれ異なる形容詞が1つまたは2つの補助部を伴っている）。このよう

な際立った特徴は、散文のA＋C型とC＋A型のいずれの場合と比較しても頻

度に大きな差が見られることから、綿密な検討を要する。

（12）云r－f記St‘merciful，，壷restⅥrst，（2回），d古ore，申re‘precious’（2回），血htig

‘strong’，d古m一言adig‘blessed’，血st‘hst’，好a－SCea氏‘destitute，helpless’（3

回），br∂一Wearde‘condnuous，，血emde‘remote，，血∂d‘wise’（5回），血om（e）

‘strong，hch’（2回），fulle‘山11’，gedwolene‘e汀肌t’，ge－1ice‘1ike’，ge－m元ne

‘common，（3回），ge，myndig‘mindful’（6回），ge－nihtsum‘satis丘ed’，geOng

‘young，，geOrene‘eager，，ge－S云1ig（e）‘dch，blessed’（2回），ge－tenge‘near’，

ge－Wl∂‘omament引r，・g古d‘good，，hold‘kind’，吋dig‘thoughtf叫l言d（e）
－hateful，（3回），l古as（n）（e）‘deprived’（6回），l吉of‘dear’（5回），1古ofbst

‘dearesr（2回），m壷ne‘well血10Wn，，m壷st（e）‘訂eateSt’（3回），m∂dige

‘打Ⅰ・Oga山’，爪印te‘use山1’，0坤yrsted‘a也irst’，On－drysne‘venerable’，S云■rost

‘most p由nful’，SCyldige‘sinf山’，S言oce‘hu什，Sp古dig‘success血1’，SWice
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‘仙se’，SW了∂－feom‘well－Supplied’，til－good’，briste，如ste‘audacious’（3

回），prテ∂ge‘str？ng’，un－1さof占‘notdear’（2回），Welig‘dch’，Wl石∂‘woth’，

Wyr∂e‘wo托hy’，yIdre‘elder’，

最初に、補助部の格について述べておきたい。補助部は、云rest，応a－SCea札

ge－myndig，ge－nihtsum，geOme，1古as，1さobst，m壷st，0坤yrsted，S云rost，Wyr∂eに

伴う場合は属格であるが、その他はすペて与格となっている。ただし、hste

については、補助部はwomma‘sins′（1272b）とsynna‘sins’（2583a）の場合

は属格となっているが、Synnum‘sins’（1935b）はsynnaと同一語であるにも

かかわらず、与格となっている。この点については、前述のMitchell（1985）

で詳しく記されているので詳細は省くことにする。興味深いのは、たとえば、

垣聖型型担！旦好〆‘deartohiskinsmen’（1183b）やg垂桝屋柁‘we11rknownbr

gooddeed’（2200a）のように、形容詞の原級と比較級の場合には与格の補助部

を伴うが、mOnna 広q如才‘dearestofmen，（1749a），

sea－houses，（1422b），

holm一記ma桝あJ ‘酢eateStOf

monnaあ甘言J‘血stofmen，（1085b）のように、最上級の場

合には属格を伴っていることである。これは、形容詞の意味がより限定される

ことに基づくものであろう。

より注目すべきことは、形容詞と補助部の統語上および韻律上の関係にある。

すなわち、全82行のうち、9割近い73例において、補助部は形容詞の直前に

位置し、しかも、C＋Aから成る形容詞句全体は1例（1631行）を除いて、第1

半行または第2半行のいずれかの枠内に収まっていて、他の半行や長行にまた

がることはないということである。さらに、補助部のもう1つ別な特徴として、

名詞句となっている（13a）の2例を除くと、（13b）にあげた代名詞と数量詞

の5例を含め、他の80例はすべて単一語に限られていることがあげられる。

そして、これらの単一語は、（13b）の5例の無強勢語を除いてすべて頭韻に

加わっている。このことから判断すると、補助部が形容詞に先行するC＋A型

の例がA＋C型の場合と比べて圧倒的に数が多いのは、頭韻の都合によるもの

と思われる。さらに、語数の多い句がこの種の補助部を占める例が全く見られ

ないが、このことも頭韻と関わっているようである。なぜなら、たとえば（6d）

のような長い句が形容詞の前にあると、頭韻は、頭韻上の優先順位の高い複数

の名詞に実現し、長行が完結し、形容詞は次行に回され、その結果として、統

語上および意味上の不明瞭さが生じやすいからである。ちなみに、形容詞句の

主要部である形容詞が先行する補助部と切り離され、次行に回されたことによ

り、結束性が損なわれ、いかに文意が不明瞭となるかについては、（14f）の例
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を検討する隙に触れることにする。なお、本稿では頭韻に関わる部分は必要に

応じて肉太の文字で表すことにする。

（13）（a）（i）垣り些型垂J吋‘deartohisRulermmg’（2862b）

（ii）垣型』竺！型垂仰崩‘wrothatthathost’（35a）

（b）（i）垣聖血相一打gαdβ‘continuoustothem’（1658b）

（ii）旦些酢一皿あ好‘commontous加0’（1904b）

（iii）垣聖血〟‘kindtohim’（2369b）

（iv）旦匹皿古d2如‘a汀OganttOdl’（1907a）

（Ⅴ）呈迎旦堅材‘dearto山】’（79b）

（c）（i）塾些ノね桝‘strongindeeds’（2308b）

（ij）竺垂主節－〝叩〝袖‘mindfulofthecovenant’（2374b）

（iji）由聖血応∂ 一山atefultofriendlykinsmen’（1021b）

次に、一般性に欠けると思われる10例について検討したい。まず、（14a）

はすでに指摘したとおり、補助部が半行の境界をまたいで形容詞の直前にきて

いる唯一の例であるが、これはA＋C型でも1例生じていたものであり、作詩

上の許容度はそれほど小さくはないものと思われる。ちなみに、結束性の高い

複数の語が半行をまたぐという例は古英詩では意味上または統語上それほど不

自然なことではない。（14b）は形容詞が2つ用いられていることから結果的に

半行またがりとなったにすぎないものであり、許容される範囲内での現象であ

る。（1血）は補助部を構成する2つの名詞に加えて、形容詞も2つ並列した結

果、形容詞が次の行に回されたことに伴うものであり、2行間で全く別の種類

の頭韻が実現していて、特に不自然なものとはなっていない。（14d）では、補

助部と形容詞の間にこれら2つの語と意味上または統語上密接ではない語句が

介在しているが、このような例は散文でも時おり見られ、特殊なものではない。

また、（14e）の2例については、頭韻の都合により語が移動した結果による

ものと思われるが、この種の例は古英詩ではかなり頻繁に生じる。一方、（14り

の3例は韻律の都合を考慮してもかなり不自然な例であり、このような例では

結束作用が働きにくいことから、古英詩を難解なものにしてしまう。

（14）（a）b記th古型塑二≦】控旦呈旦／皿あおh記出e‘仇at he had the酢eateSt amOng

mankind，（1631）

（b）卓也好柁／弧d（打桝－ゐ軸‘dearandblessedtotheI刀rd’（1247）

（c）由辿り些む些虫垂旦〝β紺盲∂中om弧dgピーg豆Jな‘well－Suppliedanddchwith

goldandsilver’（1769b－70a）
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（ii）地堅W壷ron〝swi∂e gピーβ壷Jなど‘（仇ey）were許eatly
blessed

among themultitude’（17b一触）

（e）（i）垣垣垣／hearpan豆柁5J唱rstofdwellers on
ea血…Ofaha吋

（1079）

（ji）ge－Seah聖地／eor∂弧ル胞－（he）sawthe
ea仙fu】10finjusdce’

（1292）

（り（i）n壷ronmetode∂言 好ta〝Ⅵ和一10ndne wegasタび肋‘then neither the

broadlandsnorwayswereyetuse山IfbrtheI刀rd’（155b－6a）

（ii）垣堅W記S血・百aengla〝word，㈹－‘わ′ざ彬‘仇ewordofthekingofAngels

wasvenerabletohim，（2861b－2a）

（iii）wes垣旦辿塑n正〝弧d m壷g－burge／m加re古γ：序5J‘beれOW

mercifultothiscountryandmydescendants’（2825b－6）

この節における分析結果から明らかになることで最も顕著なことは、形容詞

に先行する補助部、とりわけ単一語の補助部がきわめて多いこと、および形容

詞と補助部の間の結束作用の強さである。そして、これらはとんどの例につい

て、韻律、とりわけ頭韻の関与が大きいことである。散文で多かったA＋C型

の例とは対照的に、古英詩ではC＋A型の例が圧倒的に多くなっているのは頭

韻によるものであることが明らかとなった。

2．4．前置詞句が補助部となり、形容詞に先行する場合

散文の場合と同様、前置詞の補助部が形容詞に先行する例が古英詩でも用い

られることがあるが、該当するのは（15）の2例だけであるのはとても興味

深い。すなわち、韻律の都合により古英詩の語順にはかなりの許容度があると

一般に思われているが、実際には形容詞に先行する前置詞句の例がこのように

少ないとなると、古英詩の統語を見直す必要性が出てくる。すなわち、韻律の

干渉が多い場合とそうではない場合とを詳細に見極めることがいっそう重要に

なってくると言える。

（15）（a）型亘」塑＿垂吐塾J妬0‘absent血・Ommymind’（1255a）

（b）吐＿塾堕旦⊥担！望gα畑中5J‘se仕Iedamong仇ePhilistine，speople’（2835）

2．5．第2節のまとめ

古英詩の場合、補助部が形容詞に先行する例が散文の場合よりも圧倒的に多
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く、しかも短い語（句）が大半を占めているが、この主な原因は頭韻の都合に

よることが明らかとなった。

まとめ

古英語の散文において補助部が形容詞に先行するのは、古英語ではSVO言

語とSOV言語の特徴が混在していることに起因するものと思われる。すなわ

ち、古英語では、SOV言語の特徴である、本動詞＋助動詞、目的語＋前置詞、

名詞＋形容詞などの語順はもとより、補助部＋形容詞という無標の語順が依然

として広く認められているからである。古英詩にもC＋A型の語順が頻出する

が、この場合は、無標の語順であることに加えて、頭韻の必要性も大きく関わ

つていると言える。
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